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第68回 （公社） 日本口腔外科学会総会・学術大会

大　会　長　桐　田　忠　昭
　　　　　　（奈良県立医科大学 口腔外科学講座 教授）

実行委員長　山　川　延　宏
　　　　　　（奈良県立医科大学 口腔外科学講座  准教授）

第68回 （公社） 日本口腔外科学会総会・学術大会を下記の要領で開催いたします．
会員各位の多数の演題発表と学会参加をお願い申しあげます．

■ 会　　　　期：2023 年 11 月 10 日 （金）・11 日 （土）・12 日 （日）
　　　　　　　　 【理事会・定時総会等は 11 月 9 日 （木） に開催いたします】

■ 演題募集期間：2023 年 3 月 15 日 （水） ～  5 月 17 日 （水） 正午

■ 事前参加登録期間：2023 年 7 月 開始予定

■ 会　　　　場：大阪国際会議場 （グランキューブ大阪）
　　　　　　　　 〒 530-0005  大阪市北区中之島 5 丁目 3-51
　　　　　　　　 TEL: 06 − 4803 − 5555 （代）
　　　　　　　　 https://www.gco.co.jp/

■ 第68回大会 HP：https://www.congre.co.jp/jsoms2023/

■ 大 会 テ ー マ：次世代への継承と新たなる発展
　　　　　　　　 Passing On Our Legacy, Breaking New Ground

　この度， 第68回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大会を 2023 年 11 月 10 日～ 12 日の 

3 日間にわたり大阪国際会議場 （グランキューブ大阪） にて開催させていただきます．

　テーマは 「次世代への継承と新たなる発展 Passing On Our Legacy, Breaking New Ground」 とし， 

先達の先生方が築いてこられた功績の継承と次世代のさらなる発展を祈念して決めさせていただき

ました．今回はこのテーマに関連した特別講演， 海外招聘講演， 教育講演， 各種シンポジウムなど 

多彩な内容で企画し， 若い先生方にはこれからも口腔外科を専攻し， 極めていただけるきっかけとな

るよう願っています．口腔外科の未来を見据え， 基礎研究と臨床とが叡智を持ってコラボレーション

し， 進歩していく姿を先生方と一緒に考え， ディスカッションできることを期待しております．



Ⅰ．学術大会企画プログラム （案） 　＊テーマなどは予定です．

　 1 ．特別講演
	 『未来を切り拓くイノベーション （仮）』
	 　　三木谷浩史 （楽天メディカル株式会社代表取締役会長兼社長） 

　 2 ．教育講演
	  1 ） 『全ゲノム解析による新たながん研究の展開』
	 　　柴田　龍弘 （東京大学医科学研究所） 

	  2 ） 『「英語がへたくそでも成果はピカイチ」を達成する英語プレゼンの極意』
	 　　吉野　孝之 （国立研究開発法人国立がん研究センター東病院） 

	  3 ） 『COVID-19 これまでとこれから』
	 　　忽那　賢志 （大阪大学大学院医学系研究科感染制御学） 

	  4 ） 『医療における安全・安心を考える』
	 　　辰巳　満俊 （奈良県立医科大学附属病院医療安全推進室） 

　 3 ．関連学会理事長講演

　 4 ．海外招聘講演
　　　　Richard J Shaw
　　　　（Professor of Head and Neck Surgery, Liverpool Head & Neck Centre, UK） 

　 5 ．シンポジウム
	  1 ） 顎変形症『顎矯正手術の継承−いかにして伝えるか−』
	  2 ） 口腔癌基礎研究『臨床応用に結びつく口腔癌の基礎研究』
	  3 ） 口腔癌の臨床『口腔癌の再発を減らす切除の工夫』
	  4 ） 口腔顎顔面インプラント『インプラント治療に最適な生体材料とは ?』
	  5 ） 唇顎口蓋裂『口唇裂・口蓋裂に対する手術治療−二次修正を含めた顔貌再建の工夫と到達点−』
	  6 ） MRONJ 関連『MRONJ 予防・治療のための医歯薬連携』
	  7 ） 顎関節『顎関節関連手術の現状と展望−各施設における現状報告および課題について−』
	  8 ） 口腔顎顔面外傷『口腔顎顔面外傷における口腔外科医が陥りやすいピットフォール』
	  9 ） COVID-19 関連『COVID-19 が日常の口腔外科診療にもたらしたもの』

　 6 ．日独シンポジウム
	 『咬合を含めた口腔顎顔面再建：
	  Oral & Maxillofacial Reconstruction including Occlusal Rehabilitation』

　 7 ．日印シンポジウム
	 『Research Collaboration between Japan and India in Oral Pre-cancer Management』



　 8 ．日韓シンポジウム

　 9 ．日台シンポジウム

　10．ダイバーシティ推進委員会シンポジウム

　11．病院歯科口腔外科シンポジウム

　12．口腔三学会合同シンポジウム
 『副鼻腔炎および関連疾患』

　13．口腔外科スキルアップのためのミニレクチャー・ビデオレクチャー
	� 一般演題発表の日時などが決定したのち， 学術大会ホームページに， 開催日時， 企画内容， 講師， 

参加費， 登録方法等の詳細を掲載しますので， 奮ってご参加願います．
  
　14．その他プログラム
	 ●優秀口演発表賞ノミネート演題口演
	 ●一般演題 （口演・ポスター） 
	 ●ランチョンセミナー
	 ●市民公開講座
	 ●日本病院歯科口腔外科協議会学術集会
	 ●全国医学部附属病院歯科口腔外科科長会議
	 ●口腔細胞診セミナー
	 ●国際口腔顎顔面外科専門医 （IBCSOMS） 説明会
	 ●口腔粘膜蛍光観察研究会
	 ●脱タバコ社会実現委員会 ミニシンポジウム
	 ●日本顎関節外科研究会
	 ●口腔がん低侵襲診断治療研究会
	 ●歯科衛生士研究会
	 ●第 19 回歯科・口腔外科看護研究会
	 ● AHA-BLS コース

Ⅱ．演題募集要項
　　�第68回 （公社） 日本口腔外科学会総会・学術大会に一般演題 （口演， ポスター） を応募される方は， 

以下の募集要項に従ってお申込みください．なお， 詳細は学術大会ホームページに掲載いたします
ので， 応募の際は必ずご確認願います．

　 1 ．演題募集期間
	 2023 年 3 月 15 日 （水） 〜  5 月 17 日 （水） 正午 （予定） 



　 2 ．演題申込資格
　　　［筆頭演者］ および ［共同演者］ は公益社団法人日本口腔外科学会の会員に限ります．
　　　未入会の方は， 演題申込の前に下記学会事務局にご連絡のうえ， 入会手続きを行ってください．
　　　�ただし， 学部学生が 「筆頭演者」 になる場合は， 本学会の会員資格は必須ではありません．また， 

日本歯科放射線学会ならびに日本臨床口腔病理学会との申し合わせに基づき， 両学会の会員が  
「共同演者」 になる場合， 本学会の会員資格は必須ではありません．

	 　（公社） 日本口腔外科学会　事務局
	 　 〒 108-0014  東京都港区芝 5-27-1  三田 SS ビル 3F
	 　 TEL：03 − 5422 − 7731　FAX：03 − 6381 − 7471　E-mail：office@jsoms.or.jp
	 　 学会ホームページ：http：//www.jsoms.or.jp/

　 3 ．演題申込方法
	� 学術大会ホームページ （https：//www.congre.co.jp/jsoms2023/） にアクセスし， 一般演題応募

画面から UMIN オンライン演題登録システムにより演題をご登録ください．なお， 演題申込は， 
UMIN オンライン演題登録システムによる申込に限ります．以下， 演題申込に関する詳細は， 必ず
当ホームページを参照してください．

　 4 ．演題登録区分
	 一般演題申込時には， 必ずご希望の ［演題登録区分］ を選択してください．
	� なお， 演題採択時に発表形式の変更を指示させていただく場合もありますので， あらかじめご了承

ください．

	  ・ 口演発表Ⅰ （優秀発表賞へのエントリーなし） 
	  ・ 口演発表Ⅱ （優秀発表賞へのエントリーあり） 
	  ・ 示説 （ポスター） 発表Ⅰ （優秀ポスター発表賞へのエントリーなし） 
	  ・ 示説 （ポスター） 発表Ⅱ （優秀ポスター発表賞へのエントリーあり） 

　 5 ．発表形式
	 ① 口演発表
	  ・ 演題名
		  ［演題名］は， 日英両方の登録が必要です．
	  ・ 氏名と所属機関名
		  ［氏名］と［所属機関名］は， 筆頭著者・共著者ともに， 日英両方の登録が必要です．
	  ・ 抄録本文
		  ［抄録本文］ は， 日英いずれかでの登録で結構です．
	  ・ 口演発表とスライド作成
		�  ［口演発表］ については， 学術大会企画運営委員会で審議した結果， 第 67 回大会より， 会員の

皆様に英語での発表機会に習熟していただきたいことから， 口腔外科学会での発表は， ［スラ
イドは， 英語表記， もしくは英語併記］にしていただき， ［口頭での発表は， 日本語， もしくは
英語でも可］ ということに決まりました．なお， これは， 努力義務ということですので， 日本
語表記は不可というわけではありません．

		�  優秀発表賞ノミネート演題の発表時間は 1 題 9 分・質疑応答 3 分， 一般口演演題の発表時間



は 1 題 7 分・質疑応答 3 分を予定しております．スライド枚数の制限はありませんが， 時間
厳守でお願いします．なお， 主催側で口演会場に用意する PC には， Windows 版 PowerPoint
のみインストールしております．他のプレゼンソフトを使って口演発表される場合は， ご自身
のノート PC を持ち込んで発表してください．

	 ② 示説 （ポスター） 発表
	  ・ 演題名
		  ［演題名］は， 日英両方の登録が必要です．
	  ・ 氏名と所属機関名
		  ［氏名］ と ［所属機関名］は， 筆頭著者・共著者ともに， 日英両方の登録が必要です．
	  ・ 抄録本文
		  ［抄録本文］は， 日英いずれかでの登録で結構です．
	  ・ 示説 （ポスター） 発表とポスター作成
		�  ［示説 （ポスター） 発表］については， すべてのポスターセッションを ［現地会場でのポスター

発表 （従来の形式）］とさせていただく予定です （オンライン上でのポスター発表は予定し
ておりません）．会場のポスターパネルにお貼りいただくポスターサイズ等の仕様は， 後日，  
本ホームページ上でご案内させていただきます．なお， ［示説 （ポスター） 発表］で応募され
る場合， ［抄録本文については日英いずれかより選択可］ とします．会期当日， 会場でご発表
いただく際の ［ポスターの表記言語は， 英語または日本語のどちらでも可能］ です．

	 ③ International Oral Session 発表
	 　 �［International Oral Session］での発表をご希望の方は， ［抄録本文］も英語でご登録の上， 運営 

 事務局 （jsoms2023@congre.co.jp） まで別途その旨をご連絡ください．

　 6 ．抄録作成要項
	 日本口腔外科学会雑誌の投稿規程および用字用語例などに準拠して作成してください．

	   文字数制限について 

	  ・ 学会の規定により， 著者数・所属施設数の上限は 10 名・10 施設以内となります．
	 　 上限を超える場合は事前に運営事務局へ電子メールにてご相談ください．
	  ・ ［演題名］は， 日英両方の登録が必要です．
	  ・ ［氏名］ と ［所属機関名］ は， 筆頭著者・共著者ともに， 日英両方の登録が必要です．

演題名 全角 40 文字以内

英語タイトル 半角 20 ワード以内

抄録本文 全角 　600 文字以内

総文字数 （演題名・著者名・所属施設名・抄録本文の合計） 全角  1,000 文字以内

英語抄録本文 半角 400 ワード以内

英語抄録総文字数 （演題名・著者名・所属施設名・抄録本文の合計） 半角 800 ワード以内

著者数 （筆頭演者 + 共同演者） 10 名以内

所属施設数 10 施設以内



	  ・ ［抄録本文］ は， 口演発表・示説 （ポスター） 発表ともに， 日英いずれかでの登録で結構です．
	 　 �なお， 研究報告の場合， 【緒言 （目的） 】， 【材料 （対象） ・方法】， 【結果】， 【結論】 を， 症例報告 

 の場合は， 【緒言】， 【症例の概要】， 【結果 （結語） 】 を必ず記載してください．
	  ・ ［総文字数］の文字数制限について， 多施設共同研究等で全角 1,000 文字を超える場合は， 事前 
	 　 に運営事務局へ電子メールにてご相談ください．

　 7 ．優秀口演発表賞ならびに優秀ポスター発表賞へのエントリーについて
	� 事前審査の日程上， 演題募集の締切日 （5 月 17 日） を厳守してください．なお， 一般演題募集の

締め切りが延長された場合でも， 本賞の応募締切は延期いたしません．延長した後に応募や修正
されたものは審査対象となりませんので， ご注意ください．

	  1 ） 優秀口演発表賞
		  ①	応募方法
			�   エントリー制を採用します．本賞へのエントリーを希望する方は， 演題応募の際， 600 字

以内の ［抄録］ の他に 1,000 字以内の ［追加抄録］ を同時に提出してください．［追加抄録］ 
には， 研究内容の意義と， その中で今回の発表結果から得られた知見を明示し， さらに今
後の展望について記載してください．

			�   なお， 審査対象演題は ［基礎的研究］ と ［臨床的研究］ の 2 部門としますので， エントリー
に際し必ずいずれかを選択してください．単なる症例報告は審査対象とはなりませんので
ご注意ください．選考委員会の判断で， 選択いただいたカテゴリーを変更する場合があり
ます．

			   あらかじめご了承ください．

		   ・ 「臨床的研究」「基礎的研究」の定義
		   「臨床的研究」	� 臨床医学における問題意識に立脚して臨床現場において行われる研究で， 

観察研究， 介入研究， 疫学研究， システマティックレビューなどの二次的
研究を指します．なお， 臨床材料 （組織， 細胞， 標本） を用いて予後など臨床
的な検討を行ったものは臨床的研究に入ります．

		   「基礎的研究」	� 「臨床的研究」以外の研究を指しますが， 臨床材料 （組織， 細胞， 標本） を
用いた研究であっても， 疾病原因の機序の解明や治療法の開発などを目的
に， 培養細胞や実験動物を用いた研究で， 直接臨床データに係わらない研
究は基礎的研究に含まれます．

		  ② 審査方法
			�   学術奨励賞等選考委員会が， エントリーされた演題の抄録と追加抄録を事前審査し， 10 演題

を ［ノミネート演題］ として採択します．これら採択された 10 演題すべてを ［口演発表賞］  
として表彰します．さらに， その中から， 学術大会における口演発表内容等をあわせて審査
し， ［最優秀口演発表賞］1 演題， ［優秀口演発表賞］ 3 演題を選考します．ただし， 抄録 
内容と発表内容に大きな齟齬がある場合には， 受賞を取消すことがありますのでご注意 
ください．

			   なお， ノミネート演題に採択されなかった演題は， 一般口演として採用します．



	  2 ） 優秀ポスター発表賞
		  ① 応募方法
			�   エントリー制を採用します．本賞へのエントリーを希望する方は， 演題応募の際， 日本語

600 字以内または英語半角 400 ワード以内の ［抄録］ を提出してください．
			   ［優秀口演発表賞］ と異なり ［追加抄録］ の提出は不要です．

		  ② 審査方法
			�   学術奨励賞等選考委員会が， エントリーされた演題の抄録を事前審査し， 約 50 演題を  

［ノミネート演題］ として採択します．学術大会において優秀ポスター発表賞評価委員が
ポスター発表を評価し， 学術奨励賞等選考委員会で約 20 演題に ［優秀ポスター発表賞］ 
を授与します．

			�   なお， ［ノミネート演題］ に採択されなかった演題は， 一般ポスター演題として採用します．
			   ポスターの表記言語および抄録登録は， 英語または日本語のどちらでも可能です．

　 8 ．演題の採否
	 申込演題の採否および発表形式の決定は， 学術大会企画運営委員会にご一任ください．
	� 口演・示説の発表形式については， 希望とは異なる形式での採択となる可能性もありますので， 

あらかじめご了承ください．採否結果のご連絡は， 2023 年 8 月下旬頃に電子メール等でお知らせ
する予定です．（電子メールは， 演題申込時にオンライン演題登録システムへご登録いただいた 
電子メールアドレス宛てに送信させていただきます．演題登録時には正しい電子メールアドレス
をご登録いただくよう十分ご注意ください．） 

　 9 ．利益相反 （COI） の開示について
	� 演題登録に際して， ［筆頭演者］ は利益相反 （COI） の開示が必須となります．演題登録画面の ［利益

相反 （COI） 状態］ の項目にて， ［有・無］ を選択してください．［有り］ の場合は演題登録後に， 学術
大会ホームページよりダウンロードした ［利益相反 （COI） 自己申告書］ に必要事項をご記入のうえ，  

［第68回公益社団法人日本口腔外科学会総会・学術大会 運営事務局 （jsoms2023@congre.co.jp） ］ 
まで電子メールにてお送りください．

　10．倫理指針について
	 演題申込時に ［倫理分類カテゴリー］ の登録が必要です．必ずご確認ください．
	� 「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」， 「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」 

等が適用される研究については， それらの指針に基づき， 各機関等における倫理審査委員会の審査
に基づく機関の長の許可を得て行われていることが必要です．

	� 詳細は日本口腔外科学会ホームページ 「日本口腔外科学会への演題応募における倫理的手続きに
関する指針」 ならびに 「応募演題のカテゴリー分類とカテゴリーを判断するためのフローチャート」
を参照してください．

	� 昨年の理事会決定により， ［たばこ企業・関連組織からの助成を受けた論文や発表演題］ は， 応募
演題を受理できません （演題受付できません）．あらかじめご了承ください．



Ⅲ．学術大会 （以下「学会」） 事前参加登録， 学会参加費について

　 1 ．学会の事前登録ならびに学会参加費前納について
	 学会当日の混乱を回避するため， 事前参加登録と参加費前納にご協力願います．
	 事前参加登録期間：2023 年 7 月開始予定

　 2 ．学会参加費
	 第68回 （公社） 日本口腔外科学会総会・学術大会における学会参加費は下記のとおりです．
	� 正会員の皆さまには， 学会ホームページより 「学会参加費の前納 （事前参加登録）」 にご協力願い

ます．

　 3 ．託児所について
	� 受け入れ人数に限りがありますが， 託児所の設営を予定しております．準備が整い次第， 学術大会

ホームページから受付 （事前予約のみ） を行いますので， ご確認ください．

Ⅳ．お問い合わせ

	 主催事務局：奈良県立医科大学 口腔外科学講座
	 　　　　　　〒 634-8522  奈良県橿原市四条町 840

	 【学術大会参加登録・演題申込・プログラム・企画内容等に関するお問い合わせ】

	 運営事務局：株式会社コングレ
	 　　　　　　〒 541-0047  大阪市中央区淡路町 3-6-13
	 　　　　　　TEL：06 − 6229 − 2555 （平日 9：30 〜 17：30 土・日・祝除く） 
	 　　　　　　E-mail：jsoms2023@congre.co.jp

記号 資格区分 学会参加費
（事前）

学会参加費
（当日・オンデマンド期間）

A 正会員 15,000 円 17,000 円

B 準会員・口腔外科関連医療従事者   3,000 円   3,000 円

C 非会員（歯科医師・医師・患者支援団体等） 17,000 円 20,000 円

D 海外参加者 16,000 円 16,000 円

E 一般市民　患者・患者家族 取り扱いなし   3,000 円

F
学生（歯学部・歯科大学および医学部・医科大学
に在学中の学部学生　歯科衛生士養成学校・看護
師養成学校等に在学中の学生）

取り扱いなし
無料

※ 要学生証提示


